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１．はじめに 

品質の高いコンクリート構造物は，高い表層品質を有することが分かっており 1），コンクリートの耐久性

を向上させるためには表層品質の向上が必要である．しかし，新設構造物を対象とした品質管理基準に表層品

質の定量的評価は規定されていない． 

 そこで本研究では，新設コンクリート構造物を対象とした表層透気試験による表層品質評価方法の確立，特

に表層品質評価に適した測定材齢を定めることを目的としてコンクリート表面および内部の水分挙動が表層

透気係数に与える影響について検討した． 

２．実験方法 

２.１ 試験体概要 

幅 160mm，高さ 140mm，厚さ 100mm のモルタル試験体を製作し，配合は，水セメント比 45％，53％の 2

種類とした．また，試験体内には比抵抗測定用の電極を埋設した．製作した試験体は，打込み直後に気温を

20±5℃に保った屋内環境に静置した． 

２.２ 表層透気試験による表層透気係数の測定 

本研究では，表層透気試験（Torrent 法）により，表層透気係数を測定した．また，表層透気試験の直前に

表面含水率を測定した． 

２.３ 交流二電極法による比抵抗の測定 

交流二電極法により材齢 5 日目から試験体内の電気抵抗の測定を行った．各供試体において，表層透気試験

を行う面から 10mm ごとに深さ 30mm まで電極を埋設し，測定抵抗値 R(Ω)の計測を行った．また，測定抵抗

値 R を以下の式 2)に代入することにより比抵抗ρ(Ω・m)を算出した． 

ρ  =  R  /  Sf 

Sf  =  log ( d / a ) / ( π × l ) 

ここに，l は通電部長さ(m)，d は電極間隔(m)，a は電極棒の半径(m)，Sf は電極固有の形状係数である． 

３．結果及び考察  

３.１ 表層透気係数と表面含水率の関係  

図-1 は，材齢 77 日までの表層透気係数（kT と図示）

と表面含水率の経時変化を示したものである． 

いずれの水セメント比においても，材齢の経過とと

もに表層透気係数が増加していく傾向が確認できた．

一方，表面含水率は材齢の経過と共に低下していく傾

向が確認できた．これは、表層部が乾燥の影響を受け

たことで水分の蒸発が起こり，表層透気係数が増加し

たと考えられる． 

また，配合ごとの表層透気係数とその増加割合は水

セメント比 53％の方が大きいことが確認できる．これ

は，水セメント比が高い配合ほど水和反応が相対的に緩 
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図-1 表層透気係数および表面含水率の経時変化  
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やかに起こるため，表層部が乾燥を受けることにより表層透気係数が増大し，その後も乾燥の影響を著しく受

けたことが考えられる． 

３.２ 表層透気係数と比抵抗の関係  

図-2および図-3はそれぞれの配合における表層透気

係数（kT と図示）と深さごとの比抵抗の経時変化を併

せて示したものである．  

いずれの水セメント比においても，電極の埋設深さ

に関係なく材齢の進行とともに比抵抗が増加する傾

向を示した．これは，材齢の進行ともに水和反応が進

み，供試体の含水率が減少したと考えられる． 

 また，いずれの配合においても深さ 10mm における

比抵抗が最も大きく，増加の割合も著しく大きいこと

が確認できる．これは，前述の表層透気係数と表面含

水率の関係でも述べたように，深さ 10mm が最も表層

部に近いため乾燥を受けやすく，水分の蒸発量が多い

ことが考えられる． 

加えて，本研究の範囲内では表層透気係数の増加の

割合が32日以降に著しく大きくなっている．これは，

特に深さ 10mm における比抵抗の経時変化と類似し

た傾向を示しており，32 日以降における表層透気係数

の測定結果には表層部付近の水分が支配的であるこ

とが考えられる．このことから，新設構造物に対する

表層品質評価に適した時期が予測できることが示唆

された． 

４．まとめ 

本研究では，モルタル供試体に対して，表層透気試験（Torrent 法）および交流二電極法から得られた表層

透気係数と比抵抗の関係を考察した．主な結果は以下の通りである． 

(1) 表層透気係数および比抵抗は，配合によらず材齢の経過とともに増加する傾向が確認できた． 

(2) 表層透気係数および比抵抗は，同一配合においては水セメント比が高いほど大きい値となり，増加の割合

も大きくなることが確認できた． 

(3) 表面含水率は，材齢の進行とともに減少していくことが確認できた． 

(4) 本研究の範囲内では，表層透気係数は材齢 32 日目以降に表層部の水分の影響が支配的となることが示唆

された． 

(5) 表層透気係数と比抵抗には明確な相関が確認できた．特に表層部に近い深さにおける比抵抗および表面含

水率を用いて，新設構造物に対する表層品質評価に適した測定時期が予測できることが示唆された． 
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図-2 表層透気係数および比抵抗の経時変化（W/C=45%） 

  

図-3 表層透気係数および比抵抗の経時変化（W/C=53%）  
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